
平成３０年度　山陽小野田市・山陽小野田市立山口東京理科大学連携事業について

１　地域連携センターで位置付けられている事業

事業名 事業内容

未病フォーラム 30 ～

○市民等に未病への関心を持ち、対策を考えるきっかけづくりとするとともに、健康
ご長寿社会の実現に向けた諸施策の推進につなげるためのフォーラムを開催す
る。
日時：平成３１年１月２６日（土）（予定）
場所：山口東京理科大学

山口ゆめ花博市町デー参加 30 ～
○平成３０年１０月１３日（土）実施の「山口ゆめ花博市町デー」で実施される「笑顔
であつまれ！！スマイルシティさんようおのだ」にてステージ出演

山陽小野田市かがく博覧会 22 ～

○山陽小野田市・山口東京理科大学連携協議会が主催となり、小学生や中学生、
高校生にとって専門性の高い実験や高度な科学技術を体験できる機会を提供し、
子どもたちの科学に対する興味・関心を高め、未来に飛躍する人材の育成につな
げている。
　主な内容は以下のとおり。
・理科大や市内４つの高等学校、５つの企業、山口県立山口博物館によるブース出
展
・山陽小野田市立小・中学生　「科学作品展」及び表彰式
・クイズラリー

ほんものの科学体験講座 19 ～

○山口東京理科大学がもつ人的・物的資源を活用した、小・中学校では普段実施
できない科学実験を体験できる貴重な機会を提供するもの。受講対象者は、小学
校高学年以上（５・６年生）、中学校全学年としており、体験を希望する学校が、希
望する講座を選択し受講している。
　主な講座内容は、以下のとおり。
・飛行機雲を見てみよう
・電気と磁気の摩訶不思議な関係
・いまはやりの太陽電池を徹底的に研究しよう
・ドライアイス（二酸化炭素）の性質
・ホタルの光を作ってみよう
・電気のおこし方と電気のはたらき
・低温の世界
・プログラミング基礎
・斜面の実験を体験！
・骨組みの科学（形と強さ）

２　市から大学へ協力を依頼している事業

（1）　産学官連携協議会が所管している事業

事業名 事業内容

山陽小野田市産学官連携協議会 28 ～

・会　長：市長
・委　員：学長、両商工会議所会頭
・幹事会：　市 ）経済部長、商工労働課長
　　　　  　大学）大学事務部長、地域連携室長
　　　　　　商工会議所）両商工会議所会頭
・内　容：産業界との連携を中心として、下記の内容に取り組む。
　　　　　・地域産業界の技術力の向上支援活動
　　　　　・大学の技術周知と企業の技術ニーズの把握
　　　　　・マッチングの促進
　　　　　・学生の地元定着

「山口東京理科大学事例集」作
成・更新事業

30 ～ 32

○新たに薬学部が設立されたため,薬学部教員の研究内容を含めたシーズ集を作
成・更新し、市内外の企業に情報発信を行う。また、これまで、理科大と企業が実際
に共同して取組んだ事例を掲載し、事業化に向けて躊躇している企業の参考にし
てもらうため、事例集を作成し、今後、産学官連携を円滑に進める手段とする。（市
は事例集の作成を担当）

産学官連携推進フォーラムの開
催

30
○産学官連携に関する講演・フォーラムを開催することにより、市内外の企業に山
口東京理科大学の研究内容等を知っていただく機会を提供する。

事業期間

事業期間
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（2）　委員委嘱又は協議会等のメンバーを依頼している事業

事業名 事業内容

山陽小野田市情報公開審査会 29 ～ 31

【現委員】　弁護士、一級建築士、理科大教授
【任期】　　 平成２９年６月１日～平成３１年５月３１日
【内容】　　　山陽小野田市情報公開条例の公文書の公開請求の決定又は不作為
に係る審査請求について審議し、答申する。

山陽小野田市個人情報保護審査
会

29 ～ 31

【現委員】　弁護士、一級建築士、理科大教授
【任期】　　平成２９年６月１日～平成３１年５月３１日
【内容】　　山陽小野田市個人情報保護条例で定める開示請求又は訂正等の請求
に係る個人情報の開示若しくは訂正等の決定又は不作為に対する審査請求につ
いて審議し、及び答申する、並びに同条例に基づき実施機関から求められた事項
について意見を述べる。

地方創生協議会 27 ～ 30
○平成３０年７月１９日で現在の委員の任期が切れるが、地方創生協議会は今後
も必要な組織であるため、委員の就任も続けて依頼したいと考えている。

山陽小野田市PRロゴ「スマイル
マーク」作成業務コンペ審査委員
会

30 ～ 30

【外部委員】山口県産業技術センター職員、両商工会議所専務理事、理科大理事
長
【任期】　　平成３０年５月２８日～審査結果を市長に報告するまで
【内容】　　PRロゴ「スマイルマーク」作成業務に係る最適な候補作品を公募型コン
ペ方式により特定するに当たり、その内容を審議し、答申する。

観光関係団体ネットワーク会議に
委員

27 ～

○観光関係団体や事業所のネットワークづくりを構築するための会議を平成27年
度に設置した。観光ワークショップやマッピングパーティーを担当されている先生が
委員である。

シティセールス推進協議会 30 ～ 32

【任期】平成30年8月29日～平成33年3月31日
【内容】「活力と笑顔あふれるまち～スマイルシティ山陽小野田～」の実現に向けて
本市のシティセールスに関する識見を有する市民等から意見を聴取するため設
置。

男女共同参画審議会 29 ～ 31

○山口東京理科大学から男女共同参画審議会の委員を選出いただいている。ま
た、現在は審議会の会長も担っていただいている。（平成３０年２月１日～平成３２
年１月３１日）

女と男の一行詩　二次および最
終審査員

28 ～

○学生２名に女と男の一行詩における二次及び最終審査員になっていただいてい
る。

山陽小野田市空家等対策協議会 29 ～ 31

○山陽小野田市空家等対策の推進に関する条例第９条の規定に基づき、平成
２９年度に協議会を設置し、その委員として、山口東京理科大学教授１名を
委嘱した。協議会では、空き家の適正管理や利活用等の空き家対策を推進す
るため、空家等対策計画策定の協議等を行う。

山陽小野田市中小企業振興協議
会

28 ～

・委　員：中小企業者、大企業者、両商工会議所、学術研究機関、市民（学術研究
機関として、理科大職員が就任）
・内　容：市の中小企業振興推進計画の策定及び計画に基づく施策の検証を行う。
・その他：１１月頃　事業検証のため協議会を開催予定

山陽小野田市地域公共交通会議 28 ～

・委　員：一般旅客自動車運送事業者、一般旅客自動車運送業者が組織する団
体、運輸局、道路管理者、警察、学識経験者、運転者が組織する団体、市民、市役
所　（学識経験者として、理科大教授を委員委嘱）
・内　容：地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃・料金等に関す
る事項や、市が運営する有償運送の必要性等のほか、山陽小野田市公共交通網
形成計画に関する事項について協議を行う。

教育に関する事務の点検及び評
価に関する会議

29 ～

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項の規定に基づき、教
育に関する事務の点検・評価について、客観性を確保するため学識経験を有する
者から意見を聴く。（今年度は、３回の会議を予定している）

山陽小野田市英語教育推進事業 27 ～

○市内の英語教育推進に関わる小・中学校教員、管理職、ＡＬＴ、英語教育推進教
員が出席し、英語教育の現状について協議をする会議へ、山口東京理科大学の共
通教育センターの准教授にスーパーバイザーとして参加していただいている。（事
業は平成２７年度から、山口東京理科大学准教授の参加は平成２８年度から）
　※Ｈ３０　推進会議回数２回　、市内の小・中学校の授業視察３回

図書館協議会 25 ～
○山口東京理科大学図書館長に図書館協議会委員を委嘱している。

事業期間
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（3）　イベントや事業の実施について協力を依頼している事業

事業名 事業内容

総合型地域スポーツクラブ設
立

28 ～

○現在市内に2箇所（高泊校区、出合校区）ある総合型地域スポーツクラブ
を他の校区にも設立するため、今年度総合型地域スポーツクラブ設立推進委
員会を立ち上げた。
　その協議の中で、下関市の東亜大学や萩市の至誠館大学をモデルに山口東
京理科大学内にも総合型地域スポーツクラブを設立するために調査等を行い
たいとの意見が出たため、調査業務を行う。（山口東京理科大学に特化する
ものでなく、他校区も含め調査を行うものである。）
　今年度は、厚狭地域総合型地域スポーツクラブ主催で山口東京理科大学薬
学部と連携したイベント「薬草ウォーク」を江汐公園にて11月11日に実施す
る。

理科大生とのマッピングパー
ティー

28 ～

○WEB上のマップ（Open street map）を作成することを目的に、山口東京理科大学
生と一緒に、地域の情報を収集しながら散策する。
　平成28年度　江汐公園　冒険の森周辺
　平成29年度　旦の皿山周辺

おもてなしサポーター事業 29 ～

○この事業は本市に訪れる人へのホスピタリティの向上や、各分野で観光案内や
情報発信等の観光振興を図る活動に、自主的に参加しやすい体制を整えるもので
ある。
　当初理科大学の留学生に、通訳の依頼をする予定であったが、留学生の事情を
聞くと、時間的に困難であるということで、今後の依頼内容については、翻訳の
チェック作業などになる。

理科大生とのワークショップ 27 ～

○毎年テーマを決めて理科大生に市内を知ってもらい、様々なイベントにボランティ
アスタッフとして参加してもらう。平成３０年度は協会のウォークイベントに参加して
もらう予定。

健康づくり計画推進事業（健康
フェスタ）

27 ～

・目的：健康づくり計画に基づき各団体の健康に対する取り組みの発表及び市民へ
の啓発の１つとして健康フェスタ（１年の集大成）を行い健康に関する関心を高め
る。
・主催：ＳＯＳ健康づくり計画運営委員会（かたつむりで行こう会）
・共催：市
・協力団体：健康・情報ステーション、健康づくり推進協議会他４６団体
・日時：平成３０年１１月１８日（日）
・場所：厚狭地区複合施設
・山口東京理科大は健康・情報ステーションの登録済。平成２７年度から健康フェス
タに出展

かたつむりカフェ 28 ～

・目的：健康づくり計画に基づき各団体の健康に対する取り組みとして
　　　カフェ方式による健康教育を行い健康に関する周知を図る
・方法：山口東京理科大のオールティガーデンサークルとコラボ
・主催：ＳＯＳ健康づくり計画運営委員会（かたつむりで行こう会）
・事務局：市
・日時：平成３０年１０月１１日（木）
・場所：きらら交流館

健康づくり推進協議会 30 ～

○市民の実情に応じた健康づくり対策の推進に必要な事項を審議するための協議
会委員を選出してもらう
事務局：市
日時：平成３０年６月２８日（木）、平成３０年１０月、平成３１年２月（予定）
場所：山陽小野田市役所

山口東京理科大学大学生向け学
習支援プログラム

27 ～

２　山口東京理科大学学生によるスクールボランティア活動
○　学生が市内の小・中学校へ理科授業の準備・片付け、実験の補助、個別指導
の支援などを体験できる機会を提供している。
※　Ｈ２９　実施校（小学校５校、中学校１校）
　　　　　　　ボランティア学生数　１８名

中央図書館フェスティバル 25 ～

・実行委員に大学図書館職員1名が参加
・おもしろ科学大実験　理科大生による実験
　　　対象：小・中学生
・フォーミュラーカー展示
・市民ときめき♪コンサート　音楽関係のグループの出演
・コーヒー販売　サークル「All　Tea　Garden」による販売
・前日準備、当日ボランティア

サイエンス・カフェ 26 ～

・隔月1回開催
・毎回異なったテーマにより開催。講師に理科大の先生が、専門の知識を分かり易
く講義する。対象：高校生以上

夏休み科学教室 26 ～

・夏休みに開催
・理科大生の指導により科学遊びなど行う
・対象：小学生以上
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（4）　その他の事業

事業名 事業内容

職員採用に関する事業 29 ～

○学内合同企業研究セミナー等への参加
　市職員の採用活動の一環として、キャリア支援センターと連携して、セミ
ナー等に参加し、学生への採用活動を行っている。

その他 30
○平成３０年７月３日に職員研修(面接官研修)を合同実施する予定である。

出前講座 28 ～

・目的：正しい食生活の実践を目指し、若い世代の食生活の現状を伝え健康づくり
に関心を持つ
・主催：市
・日時：未定（依頼があれば）
・場所：山口東京理科大予定

山口東京理科大生定住券配布事
業

30 ～

○本市の住民基本台帳に登録されている入学者（初年度は住民票をおく学生全
員）に対して、インセンティブとして３万円を定住券という形で支給し、本市への定住
を促進させるとともに併せて商業振興を図る。当該事業を効率的に実施するため、
公立大学法人に委託して実施する。

３　市が大学へ協力している事業

（1）　市が大学へ協力している事業

事業名 事業内容

職員採用に関する事業 29 ～

○インターンシップの受け入れ
　学生のキャリア教育や職業体験を支援するため、市役所を希望する学生を
受け入れ、市役所の各部署でインターンシップを行っている。（Ｈ30年度の
日程は未定。）

職員採用に関する事業 29 ～

○採用面接官の応援
　大学職員の採用面接において、市職員が面接官に従事している。

山口東京理科大学大学生向け学
習支援プログラム

27 ～

１　山口東京理科大学大学生への支援
○　教員免許取得を目指す教職課程の学生が受講している教育実習事前指導の
講義へ、指導主事が外部講師となり、教員としての心構えや体験談を伝える。ま
た、市内の中学校の理科授業を参観し、ベテラン教員の指導技術を学んでいる。
※　Ｈ２９大学への講義支援　１回
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